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法医学分野 

論文 
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織学的検討が有用であった 1 症例. 日法医誌 73(1): 70, 2019 
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氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

池松和哉・教授 評議員 日本法医学会 

 

競争的研究資金獲得状況 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

池松和哉・教授 評議員 日本法医学会 

池松和哉・教授 評議員 日本 SIDS･乳幼児突然死予防学会 

池松和哉・教授 理事 日本法医病理学会 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 福岡大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 久留米大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 鹿児島大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 琉球大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 和歌山県立医科大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 三重大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 長崎県警察本部警察学校 

池松和哉・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県長崎こども女性障害者支援センター 

池松和哉・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県佐世保こども女性障害者支援センター 

村瀬壮彦・助教 非常勤講師（法医学） 長崎県警察本部警察学校 

村瀬壮彦・助教 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県長崎こども女性障害者支援センター 

村瀬壮彦・助教 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県佐世保こども女性障害者支援センター 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 福岡大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 久留米大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 鹿児島大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 琉球大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 和歌山県立医科大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 三重大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 長崎県警察本部警察学校 

池松和哉・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県長崎こども女性障害者支援センター 

池松和哉・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県佐世保こども女性障害者支援センター 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

池松和哉・教授 県警と長崎大学協定 長崎新聞 3 月 31 日 県警と大学が、死因究明と身元確認で協

定を結んだ。 

池松和哉・教授 はたらく人たち 長崎新聞 6 月 30 日 法医学者・池松和哉 

人の死の痕跡を見つめ、その死を正しい

ところに導く。 

池松和哉・教授 法医学者急募 毎日新聞 9 月 10 日 法医学の仕事は、担い手不足に直面して
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いる。死因究明が衰退することは、社会

の安全を脅かすことに繋がる。 

池松和哉・教授 虐待防止 西日本新聞 10 月 4 日 法医学的観点から、傷の原因を見極め、

虐待防止の一助を担う。 

池松和哉・教授 薬毒物スクリーニン

グの重要性 

テレビ NHK 12 月 11 日 薬毒物スクリーニングを行うことで、死

因への薬物の関与の見逃しを防止し、社

会の安全を守る。 

池松和哉・教授 死因究明センター設

置の意義 

公明新聞 12 月 18 日 医学部に死因究明センターを設置する

ことで、公衆衛生の増進を目指すための

取り組みを強化する。 

 

○特筆すべき事項 

①司法解剖：170 件、承諾解剖：6 件、新法解剖：10 件、検案：382 件、CT：586 件（警察：568 件 海保：16 件 検

察庁：2 件）薬毒物検査：1407 件 

②児童虐待ケース診断：29 件、法医学相談：28 件 


